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ヤング武田賞受賞者発表 

一般財団法人武田計測先端知財団（理事長唐津治夢）は、11月 9日 2016年度ヤ

ング武田賞受賞者を発表した。最優秀賞は、チュニジアから東北大学大学院博士課

程に留学している Sana Talmoudi さんに決定した。市販のドライブレコーダーの GPS

データと加速度データを大量データ解析ソフトによって解析し、高価な路面検査車両

による検査に劣らない結果が得られることを見出した。この成果を受けて福島県は一

般車両を用いた道路損傷診断システムの実用化試験を開始した。大量データの解析

から実用システムへつながる成果を上げたことを評価し最優秀賞として選考した。賞金

は 100万円である。 

また、選考委員会特別賞 1 名と優秀賞 4 名を選考した。選考委員会特別賞の賞金

は 50 万円、優秀賞の賞金は各 20 万円である。2017 年 2 月 4 日に開催される武田

シンポジウムにおいて表彰式を行う。 

ヤング武田賞は、生活者に豊かさをもたらす起業家精神に富む若手人材の発掘と

起業家精神の涵養を目的とする賞である。ピアレビューに基づく科学業績賞と経済的

成功（または期待）を評価するビジネス賞の中間に位置し、提案している解決策に対

する受け手の立場からの証言を要求することを特徴としている。 

40歳未満であれば、国籍や分野を問わず応募できる。2016年度は 25カ国から51

名の応募があった。選考は財団が委嘱した選考委員会（委員長浅田邦博、東京大学

大規模集積システム設計教育センター長、教授）が行った。一次、二次選考を経て、

最終選考はテレビ会議による質疑応答を行い、受賞者を決定した。 

 

受賞者と選考理由書は次ページの通りである。 
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・最優秀賞  

Sana Talmoudi （東北大学工学研究科前期博士課程、チュニジア） 

「ドライブレコーダー」を利用した低コスト道路損傷診断システムの開発 

 

 

 

・選考委員会特別賞 

Nnaemeka Ikegwuonu (ColdHubs Limited、CEO、ナイジェリア) 

太陽光発電パネル付き冷蔵システムの制作とサービス提供 

 

 

・優秀賞  

Angeline Makore （Mwedzi Social Enterprise創設者、ジンバブエ） 

再利用可能な布製生理用パッド制作で女性の未来を拓く 

 

 

・優秀賞  

Anuar bin Mohamed Kassim （Senior Lecturer, Technical Uiversity 

of Malaysia, Malacca、マレーシア） 

第 2の目 視覚障がい者用の新しい障害物検知器の開発と実用化 

 

 

・優秀賞 

金森主祥 （京都大学大学院理学研究科助教、日本） 

有機・無機ハイブリッドエアロゲル高断熱性新素材の開発 

 

 

 

・優秀賞  

Tanuj Jhunjhunwala （Planys Technologies社、CEO、インド） 

水中インフラ調査用ロボット開発とサービスの事業化 
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選考理由書 

最優秀賞 

Sana Talmoudi (東北大学工学研究科前期博士課程 2年、チュニジア) 

「ドライブレコーダー」を利用した低コスト道路損傷診断システムの開発 

道路路面の損傷を検査するためには、数億円する路面検査特殊車両により路面検

査を行い、膨大なデータ解析を行わなければならず、大きな経費を必要としていた。 

受賞者は自動車に搭載した GPS、加速度センサを有する市販の「ドライブレコーダ

ー」を用い、道路の凹凸による縦揺れを検出し、そのデータを toorPIA データ解析ソフ

トで解析し、道路の劣化や異常を見える化し、路面の損傷診断を可能にした。福島県

の国道で計測とデータ解析を繰り返し行い、これまでの路面検査特殊車両による道路

損傷診断に劣らない結果を得た。検査車両数は限定されていて、5 年に一度の検査

しかできないが、本システムによれば毎日の検査が可能であり、コストも 1/4となる見込

みである。 

 本開発は福島県、東北大学、toor 社の産官学共同プロジェクトで、受賞者は開発全

体について主体的に関わりデータ集積・解析などを行い、道路損傷診断システムへの

実用化を推進した。更にこの成果をもとに睡眠時無呼吸症候群診断やインフォーメー

ションセキュリティ分野への応用にも取り組んでおり、最優秀賞受賞に値する。 

 

選考委員会特別賞 

Nnaemeka Ikegwuonu （ColdHubs Limited, CEO、ナイジェリア） 

太陽光発電パネル付き冷蔵システムの制作とサービス提供 

ナイジェリアでは電力供給が十分でなく、小規模農家では収穫物を冷蔵貯蔵する

設備もないため、収穫した作物や果物の多くが腐敗等で無駄になっている。 

そこで受賞者は太陽光発電パネル付き冷蔵設備の必要性を感じ、2014 年に自己

資金 7,800 米ドルで最初の太陽光発電パネル付き冷蔵庫を作り、国の助成金を受け

て実証実験を行った。その結果、冷蔵庫の内部温度を 5℃～15℃に保つことで、収穫

物の貯蔵寿命が従来の 2 日間から 21 日間に伸びることを確認し、この成果を受けて

ColdHubs Limited社を 2015年に設立した。 

現在、3 台の冷蔵庫が稼働中で、各冷蔵庫には 30 ㎏の生鮮食料品を収納できる

箱が 150 個あり、農家や小売業者に一箱一日 50 セントで貸し出している。この冷蔵

庫を使うことによって、作物や果物の腐敗による廃棄を 80%減らし農家の収入を 25%

増やすことが出来た。 

地域に根差した問題を取り上げ、実用可能な解決方法を提案し、且つ自ら会社を

立ち上げて成果を上げており、選考委員会特別賞として選考した。 
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優秀賞 

Angeline Makore (Mwedzi Social Enterprise 創業者、ジンバブエ) 

再利用可能な布製生理用パッドで女性の未来を拓く 

ジンバブエでは貧困層家庭の一日の生活費が 1米ドル以下だが、使い捨て生理用

パッドが 1 パック（10 枚入り）1 米ドルと高額で手に入らない為、少女や女性たちは生

理中には学校を休むことになり学力が低下し中退してしまう。パッド購入費用を捻出す

るために売春などに手を染め、ＨＩＶへの感染や中絶なども行われているのが現状で

ある。若い女性たちが学業にも職にも就けないことが、ジンバブエの経済発展へもマイ

ナスの影響を与えている。 

受賞者はそれらを解消するために、自国内で調達可能な材料を使用して 1 年以上

は再利用可能な布製の生理用パッドを生産・販売し、その利益で少女達に継続的に

無償配布して学校へ通うよう促そうとしている。女性達にはパッド作りの職を与えること

で地域の経済活性化にも貢献しようと「Mwedzi(Moon) Social Enterprise」を起業し

た。 

すでに生産の準備を始めており、2017年 1月から 1パック（5枚入り）6米ドルで販

売する予定である。受賞者は衛生管理教育を全土へ広げ、ジンバブエの経済発展に

も貢献するという包括的な計画を持っている。彼女の活力と実行力は社会的にもイン

パクトを与え、ジンバブエで女性の未来を拓くリーダー的存在になることを期待し優秀

賞に値すると評価した。 

 

Anuar bin Mohamed Kassim, P. Eng. (Senior Lecturer, Technical Uiversity of 

Malaysia, Malacca、マレーシア) 

第 2 の目 視覚障がい者用の新しい障害物検知器の開発と実用化 

視覚障がい者が外出するときは通常白杖を使用するが、胸から頭までの高さ

の障害物（頭部レベル障害物）を検知するのは難しいため、頭をぶつけて怪我を

する事故も多い。そこで受賞者はゴーグル型の障害物検知器を開発実用化した。

ゴーグルの中には超音波検知器が入っており、1.5m以内の左右と前方の障害物

を検知できる。障害物までの距離を警報音の音量で知らせ、警報音の高さで障害

物が右、前、左にあるかを知らせることが出来る。バッテリ残量も使用前に警報

音パルスの数で判別できる。ゴーグルは 50グラムと軽量である。視覚障がい者

は普通、眼鏡をかけて外出するので、このゴーグルをつけても違和感はない。実

証テストの結果、頭部レベル障害物を検知し衝突を防止できることを確認した。 

世界でも初めての頭部レベル障害物衝突防止器具である。2011 年から改良を

重ねる努力を継続しており、既に約 30個の完成品を視覚障がい者団体や大企業

CSR 活動を通して視覚障がい者に贈っている。知的財産権は大学が保有してお
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りまだ会社設立準備段階であるが、優秀賞を授与し活動を支援する。 

 

金森主祥（京都大学大学院理学研究科助教、日本) 

有機・無機ハイブリッドエアロゲル高断熱性新素材の開発 

 シリカエアロゲルは断熱素材としては優れているが、機械強度が低く、製造過程で超

臨界乾燥を必要とし、コスト高という難点があった。 

受賞者は従来と異なるメチル基を付加したシラン化合物を原材料に用い、加水分

解反応を酸性条件下で進行させ、その後塩基性にすることで重縮合を促進させ、硬く

て可撓性のあるゲル骨格を形成する合成法を見出し、有機・無機ハイブリッドエアロゲ

ル新素材の開発に成功した。 

大面積での製作が可能で、熱伝導度も 15 W/m・K と高断熱性を示した。さらに透

明性、可撓性を有し、コストはシリカエアロゲルの 1/10 であり、家庭やビルの窓などへ

の応用が可能である。 

本開発成果は次世代の低コスト高断熱素材として産業界から高く評価されており、

企業と協力し 2020年の実用化を目指しており、優秀賞として評価できる。 

 

 

Tanuj Jhunjhunwala （Planys Technologies 社 CEO、インド） 

水中インフラ調査用ロボット開発とサービスの事業化 

近年インフラ構造物の老朽化対策が重要になっており、特に水中構造物の現状調

査では潜水夫に代わる低コストで安全な手段が求められている。 

受賞者は、2013 年から小型潜水検査ロボットの開発に着手し、ユーザーの要望を

反映して、可搬性、準備時間短縮、モジュール化等に留意して製造した。2015 年 2

月大学 IIT Madras の卒業生と教官とにより Planys Technologies 社を設立して

CEO に就任し、小型潜水検査ロボットの販売およびそれを使った検査サービスを開

始した。 

サイクロンにより損傷した沖合のタンカーターミナルの被害状況の調査やワニ類が

生息するダムの底部に設けられた開閉ゲートの不具合調査などに使われて成果を上

げている。 

インド国内では、すでに 20 を超えるユーザーを獲得しており、今後、インド国内だ

けでなく東南アジア、中近東をはじめとする各国で増加する水中インフラ構造物の検

査需要に対応する予定である。 

受賞者自身が会社を創業して、自前技術による小型潜水ロボットを開発製造すると

ともに、調査結果の解析を行うソフトの開発により調査・解析サービスの充実を図って、

急増する水中インフラ構造物の検査を低コストで安全に行えるようにしたことを評価し
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て優秀賞とする。 

 

 

問合せ先 

一般財団法人武田計測先端知財団 

専務理事 大戸範雄 

東京都文京区弥生２－１１－１６ 

東京大学 武田先端知ビル 

電話：03－3868－0160 

電子メール 

ohto@takeda-foundation.jp 

財団ホームページ 

http://www.takeda-foundation.jp 
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